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1.は じめ に
近 現 代 の 日本 にお け る音 楽 教 育 は、 「音 楽 性 」 の育 成 を 目指 しな が ら も、 実 際 に はそ れ
が 「択 一 的 な 音 楽 性 」 で あ る が ゆ え に諸 問題 を 内在 させ て き た 。 しか もそ の 「択 一 的 な音
楽 性 」は往 々 に して 西 洋 由来 の も の で あ る こ とか ら事 態 は さ ら に複 雑 な様 相 を呈 して い る。
「音 楽 性 」 とい う用 語 は一一般 的 に も教 育 に お い て も多 義 的 に用 い られ るが 、 本 論 文 で は、
「音 楽 的 な基 礎 能 力 」 と して の 「音 楽 性 」 につ い て 吟 味 し、 我 が 国 の音 楽 教 育 を歴 史 的 背
景 と と も に考 察 す る。
狭 義 の 音 楽 教 育 は 、 個 人 が 当 該 文 化 の 成 員 に な っ て ゆ く過 程 、 す な わ ち 文 化 編 入
`
enculturation'の 一 手 段 で 、 意 識 的 に方 向 づ け られ た学 習過 程 を指 す1)。 ま た、 享 受 者
が 音 楽 文 化 を と り込 む こ とで 、音 楽 的 能 力 を陶 冶 し(実 質 陶 冶)、 そ れ が 情 操 の 陶 冶(形
式 陶 冶)に 繋 が る とされ る2)。 つ ま り、 教 育 の 目標 や 方 向性 が 的 確 で な けれ ば、 享 受 者
の能 力 や 精 神 的 な側 面 まで 損 な う脅 威 とな り得 る とい う こ とが で き る。 音 楽 教 育 が 重 要
で あ る こ と は改 め て 述 べ る ま で もな い で あ ろ うが 、 そ の 重 要 性 が 「芸 術 」 や 「表 現 」 と
い っ た 視 座 に基 づ く認 識 に と ど ま らず 、 よ り根 源 的 か つ 切 実 な もの で あ る こ と を最 初 に
確 認 して お き た い 。
本 論 文 は、 明 治 期 以 後 の 日本 にお け る音 楽 の 伝 習 ・教 育 を今 日的 観 点 お よ び世 界 の 音 楽
研 究 の 動 向 に 照 ら して検 討 す る こ と に よ り、 向 後 の我 が 国 の音 楽 教 育 へ の 提 言 を導 こ う と
す る も の で あ る。 考 察 を深 め る過 程 で 、 学 校 教 育 に お い て 日本 の伝 統 的 な 音 楽 や 世 界 の 諸
民 族 の 音 楽 を 学 ぶ 意 義 につ い て も浮 き彫 りに して ゆ く。
2.問 題 提 起
2017(平 成29)年 、 小 ・中学 校 の学 習 指 導 要 領 が 改 訂(告 示)さ れ 、翌 年 に は高 等 学 校
の指 導 要 領 が 改 訂 され た3)。 こ こで 簡 単 に、学 習 指 導 要 領 にお け る 日本 の伝 統 音 楽 お よ び
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世 界 の 諸 民 族 の 音 楽 の扱 い につ い て 、 時 系 列 に沿 っ て確 認 して お き た い。
学 習 指 導 要 領 は、1947(昭 和22)年 の 「学 習 指 導 要 領 一 般 編(試 案)』 に始 ま り、4年 後
に は 『小 学 校 学 習 指 導 要領 音 楽 科 編(試 案)』 『中学 校 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領 音 楽 科 編(試
案)』 が 告 示 され た。1947年 の 「試 案 」 段 階 か ら、 小 学 校 で は 「日本 の音 楽 」 が何 らか の
か た ち で 取 り入 れ られ て きた が(佐 川2007:93)、 中学 校 で 「郷 土 の 音 楽 、 各 種 の 民 謡 ・
民 族 音 楽 」 の扱 い に 「系統 的 な 目標 設 定 」 が な され た の は1958(昭 和33)年 告 示 の 『中
学 校 学 習 指 導 要領 』 か らで あ る(仙 頭 ・高 橋2011:55)。 そ の後 、 ほ ぼ10年 ご と に改 訂
され て き た学 習 指 導 要 領 は、 日本 の 伝 統 音 楽 を重 視 す る傾 向 を 強 め な が ら、 や が て世 界 の
諸 民族 の音 楽 を グ ロ ーバ ル な視 点 か ら異 文 化 理 解 へ 繋 げ よ う とす る試 み に 至 る。 近 年 の 改
訂 で 大 き な変 革 が み られ た の は、1998(平 成10)年 に告 示 ・2002(平 成14)年 よ り実 施
され た 第7次 学 習 指 導 要領4)で あ る。 中学 校 の 授 業 で和 楽 器 指 導 が 義 務 付 け られ 、 小 学 校
で も和 楽 器 を積 極 的 に教 材 とす る こ とが 目標 に掲 げ られ た 。同 時 に、「曲種 に応 じた発 声 」
を指 導 す る方 針 も打 ち 出 され て い る。1998年 の教 育 課 程 審 議 会 の 答 申 で は 「音 楽 活 動 の 基
礎 的 な 能 力 を伸 ば し、 豊 か な情 操 を養 う指 導 」 を行 う よ う進 言 され た。 答 申 を受 け て 改 訂
され た 指 導 要 領 で は、 従 来 の教 科 目標 に 明記 され て い た 「音 楽 性 」 とい う用 語 が、 「音 楽
活 動 の 基 礎 的 な 能 力 」 に変 更 され て い る。 理 念 も指 導 内 容 も、 よ り具 体 化 され て きた 指 導
要 領 の 変 遷 史 で あ る。
実 際 、 学 校 教 育 で は 《越 天 楽 今 様 》 や 《江 差 追 分 》 等 の 口本 の 伝 統 的 な 音 楽 や 民 謡 を教
材 とす る こ とで 自文 化 を見 直 す 契 機 と し、 オ ル テ ィ ン ドー や カ ッ ワ ー リー の よ うな諸 民 族
の音 楽 を通 して 多 文 化 理 解 を促 して き た。 そ う した 目標 は、 あ る程 度 に お い て 達 成 され て
きた と い え るで あ ろ う。 しか し、 日本 の音 楽 教 育 の根 本 的 な課 題 を解 決 す るた め に は 、 さ
ら に違 っ た角 度 か ら指 導 方 針 を検 討 す る必 要 が あ るの で は な い だ ろ うか。 西 洋 音 楽 を土 台
と して き た音 楽 科 の教 育 課 程 に、 異 な る文 化 体 系 の音 楽 を部 分 的 に切 り取 って 他 の教 材 と
同様 に扱 う こ と は 「安 易 で 危 険 な や り方 」(権 藤2015:14)で あ る。
明 治 期 以 後 の 我 が 国 の 音 楽 教 育 は、 西 洋 音 楽 の枠 組 み(理 論 や 音 楽 観)に 規 定 され て き
た。 「日本 」 と い う国家 構 想 と連 動 しな が ら近 代 化 と西 洋 化 が並 走 し、 体 系 的 に音 楽 教 育
を指 導 す る上 で 西 洋 音 楽 理 論 が適 用 され て きた 経 緯 が あ る。 明 治 以 来 長 ら く この路 線 を辿
っ て き た 日本 の 音 楽 教 育 にお い て 、教 材 に伝 統 的 、民 族 的 音 楽 を断 片 的 に鐘 め た と こ ろで 、
根 本 的 なパ ラダ イ ム は変 わ らな い 。 音 楽 性 あ る い は音 楽 力 が西 洋 音 楽 に基 づ く もの と して
捉 え られ て い る うち は、 従 来 の教 育 と同 じで あ る。
以 上 を踏 ま え、今 後 の 日本 の 音 楽 教 育 に お い て と りわ け重 要 な こ と は次 の2点 で あ る と
考 え る。




一一、様 々 な 音 楽 文 化 を知 る/学 ぶ だ けで は な く、自 らの 身 体 を通 して音 楽 力 を培 うこ と。
半 世 紀 ほ ど前 か ら前 景 化 して きた 「世 界 音 楽 」5)の 概 念 は、 各 地 の音 楽 を優 劣 や 上 下 の
関 係 性 で 位 置 付 け る の で は な く、 そ れ ぞ れ 同 時 並 列 的 に捉 え る こ とを教 示 した 。 世 界 音 楽
の構 想 が 打 ち 出 され て か ら は、 ア メ リカ等 の 学 校 で ガ ム ラ ンや雅 楽 を学 ぶ試 み が増 加 した
が、 日本 で は まだ 複 数 の 音 楽 様 式 を修 得 す る こ とへ の 意 識 が希 薄 で あ る。
学 習 指 導 要 領 が 狙 う 日本 や 世 界 の 伝 統 的 、 民 族 的 音 楽 へ の習 熟 は、 技 術 だ け で は な く根
底 に あ る理 論 や 思 想 も含 め て 、 「複 数 の音 楽 」 を各 自が 体 験 的 に学 ぶ とい う自覚 を も っ て
は じめ て 実 現 す る。
そ こ で本 論 文 で は、 日本 の音 楽 教 育 を展 望 す る手 が か り と して 、`bi-musicality'6)に っ
い て再 考 した い 。`bi-musicality'と い う用 語 自体 は 、チ ャ ール ズ ・シ ー ガ ーCharlesSeeger
(1886～1979)の 論 考 等 に も見 受 け られ るが(Seeger1958:195)、 複 数 の 音 楽 様 式 を身
に つ け る こ とを 意 味 づ け て積 極 的 に使 用 した の はマ ン トル ・フ ッ ドMantleHood(1911
～)で あ る。M.フ ッ ド以 後 、様 々 な研 究 者 た ち が 彼 の用 語 を検 討 あ る い は 引 用 して きた 。
本 論 文 で は ま ず 欧 米 の 民族 音 楽 学 者 た ち が提 案 した`bi-musicality'に つ い て考 察 し、そ の
理 念 を近 現 代 口本 の音 楽 事 情 に 照射 して 考 え合 わ せ る。 最 終 的 に、 我 が 国 の 音 楽 教 育 を巡
る現 状 に`bi-musicality'が い か な る有 効 性 を持 ち得 る か を検 討 し、今 後 の教 育 に お け る参
照 点 を提 示 した い 。
3.M.フ ッ ド が 提 唱 し た`bi-musicality'
ア メ リ カ の 音 楽 学 者M.フ ッ ド は 、 民 族 音 楽 の 研 究 に お い て 自 身 も 音 楽 家 で あ る べ き だ
と 主 張 し 、`bi-musicality'を 獲 得 す る こ と の 重 要 性 を 説 い た 。 ア メ リ カ に お け る ガ ム ラ ン
音 楽 を は じ め 、 シ ン ガ ポ ー ル や ザ ン ビ ア な ど 世 界 各 地 の 音 楽 文 化 を 論 じ た 研 究 で
`bi -musicality'と い う 概 念 が 援 用 さ れ て き た(Becker1983 ,Mensah1970,Cain2010)。
日 本 で も こ の 用 語 に 言 及 し た 例 は 少 な く な い 。`bi-musicality'の 概 念 を 使 う こ と に 「賛
成 」 だ と い う 見 解(徳 丸2016:234)や 、 「バ イ ミ ュ ー ズ ィ カ リ テ ィ の 訓 練 が 日 本 の 学 校
教 育 で は 、 小 学 校 か ら 大 学 ま で 含 め て 、 ま っ た く 考 え ら れ て い な か っ た こ と 」 が 「問 題 」
だ と い う 指 摘(柘 植1991:11)も あ る 。 さ ら に 、 小 泉 文 夫 は 、 「二 つ の 異 な っ た シ ス テ ム
の 教 育 を 受 け る と 、 そ の 子 は そ れ ほ ど の 苦 労 も な く 、 そ の 双 方 の 音 楽 文 化 を 身 に つ け る こ
と が で き る 」 、 「バ イ ・ ミ ュ ー ジ カ ル の 子 ど も は 、 第 三 、 第 四 の 音 楽 も 、 素 直 に 受 け 入 れ
る こ と が で き る 」 と 述 べ て い る(小 泉1980:162)。 こ の よ う に 、 民 族 音 楽 学 の 領 域 で し
ば し ば 言 及 さ れ て き た`bi-musicality'だ が 、 い ず れ も 原 文(英 文)と 照 合 し て こ の 概 念 が
詳 述 さ れ て い る わ け で は な い 。 本 論 文 で は 、M.フ ッ ド の`bi-musicality'論 お よ び 関 連 論
考 を 原 文 か ら 読 み 解 い て ゆ く 。
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M.フ ッ ド が`bi-musicality'と い う 用 語 を 初 め て 使 用 し た の は 、1959年 、 シ カ ゴ で 開 催
さ れ た ア メ リ カ の 民 族 音 楽 学 会"SocietyforEthnomusicology"第4回 大 会 で あ る 。 そ の
内 容 は 翌 年 に"Ethnomusicology"誌 上 で 発 表 さ れ た 。
今 日 、 我 々 がM.フ ッ ド の 論 考 に 見 出 す こ と の で き る 重 要 な 点 は 次 の3点 で あ る 。
①`musicality'が 一 つ で は な く 複 数 あ る と 示 唆 し た こ と 。
②`bi-musicality'の 事 例 と し て 日 本 の 宮 廷 音 楽 演 奏 家(伶 人)を 挙 げ た こ と 。
③`bi-musicality'が 実 践 と 連 結 し た 発 想 で あ る こ と 。
こ の3項 目 に つ い て 、 以 下 詳 述 す る 。
3-1.複 数 あ る`musicality'
そ も そ も`musicality'と は ど の よ う な 概 念 で あ ろ う か 。M.フ ッ ド は 、 ま ず 『ノ・一 バ ー
ド音 楽 辞 典TheHarvardDictionaryofM一usiC』 で`musicality'を 探 し た 結 果 、`musical
glasses'に 続 く 項 目 が`musicaloffering'で 、`musicality'の 項 目 が な い こ と を 指 摘 す る 。
続 い て 『ウ ェ ブ ス タ ー 辞 典Webster'sUflabridgedDictioflary』 を 参 照 す る 。 そ こ で は
`
musicality'が`musicalness'で あ る と 定 義 づ け ら れ て お り 、 形 容 詞 の`musical'の う ち 、
「音 楽 好 き な 、 理 知 的 鑑 賞 眼 の あ る 、 生 来 音 楽 の 素 質 が あ る 」 と い っ た 意 味 が 引 き 合 い に
出 さ れ る 。
ま た 、`musicality'を 育 む 学 習 や 訓 練 が 音 楽 の 基 礎 、 ソ ル フ ェ ー ジ ュ で あ り 、 こ れ を 回
避 し て 初 学 者 が 音 楽 分 析 や 音 楽 批 評 に と り か か る こ と は 勧 め ら れ な い 、 とM.フ ッ ド は 述
べ て い る 。 「耳 、 目 、 手 、 声 を 訓 練 し 使 い こ な す こ と が 理 論 的 研 究 の 会 得 に 繋 が り 、 演 奏
家 、 作 曲 家 、 音 楽 学 者 、 音 楽 教 育 者 と し て の 専 門 的 な 活 動 へ の 道 を 開 く 。 」7)と い う の で
あ る 。
こ の 点 を 確 認 し た う え でM.フ ッ ド が 持 ち 出 す 概 念 こ そ`bi-musicality'で あ る 。例 え ば
西 洋 人 が 東 洋 の 音 楽 作 品 に つ い て 研 究 を 深 め た い と 望 ん だ 場 合 、 ど う い う 状 況 に な る か 。
た だ ち に`bi-musicality'と い う 課 題 に 直 面 す る で あ ろ う 。 例 え ば 「音 階 」 に し て も 、 西 洋
の 長 音 階 と イ ン ド ネ シ ア の ペ ロ ッ グ8)と で は 、 理 論 ・様 式 が 全 く 異 な る 。 西 洋 音 楽 を 学 ん
だ 者 に と っ て ペ ロ ッ グ は 耳 な じ み の な い 音 程 で あ り、 平 均 律 に 基 づ く ソ ル フ ェ ー ジ ュ で は
適 応 で き な い 。 こ う し た 事 例 か ら`musicality'は 一 つ で な い こ と が 示 唆 さ れ る 。
3-2.日 本 の 宮 廷 音 楽 演 奏 家 に み る`bi-musicality'
世 界 の国 々 の 中 に は 「択 一 的 音 楽 性 、 す な わ ち祖 先 の 音 楽 を な い が しろ に して高 め て き
た西 洋 音 楽 へ の 関心 」9)が 見 受 け られ る とM.フ ッ ドは指 摘 す る。 近 現 代 の 日本 も少 な か




面 を引 き合 い に出 す 。 次 の 一 文 で 「日本 で は、 東 京 の 宮 廷 音 楽 演 奏 家 た ち が 真 に二 重 音 楽
的 で あ る」10)と 述 べ て い る の で あ る。M.フ ッ ドは ニ ュ ー ヨ ー ク で 出版 さ れ た ロ ベ ル ト ・
ガ ル フ ィ ア スRobertGarfias(1932～)の 書 籍11)の 一 文 を参 照 して い る。 「日本 の 宮 廷
音 楽 演 奏 家 は 、 幼 少 期 よ り雅 楽 の み な らず 西 洋 古 典 音 楽 の 厳 しい 訓 練 を受 けて き た 。 公 的
な音 楽 家 で あ る彼 らは、雅 楽 と と も に西 洋 古 典 音 楽 も演 奏 す る よ う求 め られ る」12)。 こ こ
に`bi-musicality'の 主 張 を裏 付 け る好 例 と して の 宮 廷 音 楽 演 奏 家(伶 人)が 見 出 され た の
で あ る。
M.フ ッ ドが 言 及 した近 代 日本 に お け る音 楽 修 得 の実 態 につ い て は、 本 論 文 第4章 で 後
述 す る。
3-3.実 践 的 な`bi-musicality'
M.フ ッ ドの論 考 は、UniversityofCalifornia,LosAngeles(以 下 、UCLAと 記 す)で の
実 践 と連 関 して い る。UCLAで は 、 比 較 的早 い 時 期 か ら ジ ャ ワの ガ ム ラ ン、 バ リの ガ ム ラ
ン、 グ ンデ ル ・ワ ヤ ン、 日本 の 雅 楽 、長 唄 、ペ ル シ ャ音 楽 、イ ン ド音 楽 が 指 導 され て い た 。
1950年 代 に こ う した 多 彩 な 音 楽 が 大 学 で 教 授 され て い た こ とは注 目 に値 す るが 、実 際 に
異 な る音 楽 体 系 を 同 時 に 学 ぶ こ と は容 易 で な い 。M.フ ッ ドの論 考 で も、 西 洋 の 歌 唱 法 を
修 得 した学 生 が イ ン ドネ シ ア の声 楽 を学 ぼ う とす る場 合 に、 様 々 な 困 難 に 挑 ま な くて は な
らな か っ た こ とが 記 載 され て い る。イ ン ドネ シ ア の 場 合 、地 域 に よ って 主 要 言 語 が異 な る。
さ ら に声 楽 で は、 旋 律 の 動 き、 発 声 法 、 ヴ ィ ブ ラ ー トや ノ ン ヴ ィ ブ ラ ー トの 使 用 な ど も顧
慮 しな くて は な ら な い。UCLAの 学 生 は、 的確 な 口 の形 、 舌 の位 置 、 頭 部 の 姿 勢 、 首 の 筋
肉 の 張 り、顔 の表 情 に つ い て 講 師 の模 倣 を して イ ン ドネ シ ア の声 楽 の 修 得 に 努 め た(Hood
1960:58)。
`bi-musicality'の 試 み は1960年 代 に ウ ェス リヤ ン大 学 で さ ら に展 開 され た 。 大 学 院 生
向 けの"WorldMusicProgram"が 開 講 さ れ た の で あ る。 この 講 座 の根 底 に あ った 理 念 は 、
① 鳴 り響 き と して の音 楽 が 理 論 に先 行 す る、 ② 技 術 の 進 歩 に よ りあ らゆ る音 楽 が全 人 類 に
享 受 され る、 ③ で き る限 り高 い水 準 で 音 楽 の 質 を維 持 す る、 ④ 多様 性 が きわ め て重 要 、 と
い う4点 に あ っ た(Brown1991:366)。
西 洋 古 典 音 楽 の他 、 ア メ リカ の 黒 人 音 楽 お よ び先 住 民 の音 楽 、 南 イ ン ドの 古 典 音 楽 、 ジ
ャ ワの ガ ム ラ ン、 日本 の 三 曲 合 奏 、 ガ ー ナ の 太 鼓 合 奏 が 客 員 講 師 に よ っ て教 授 され 、 臨 時
講i師 と して ジ ー ン ・レ ッ ドパ ス ∫eanRedpath(1937～2014)13)や ジ ョ ン ・ケ ー ジJohn
Cage(1912～1992)ら が参 加 す るな ど学 生 た ち に 「通 常 の 講 義 や 演 習 か ら は得 られ な い 感
銘 と衝 撃 」 を与 え た(柘 植1999:183)。 こ の 実 践 に よ る新 た な音 楽 修 得 は、 比 類 の な い
教 育 成 果 を もた ら した。
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3-4.`bi-musicality'を 超 克 す る`intermusability'あ る い は`transmusicality'
こ こ ま でM.フ ッ ド の`bi-musicality'に つ い て 記 述 し て き た が 、 こ の 用 語 や 概 念 は 複 数
の 研 究 者 に よ っ て 検 討 が 重 ね ら れ て き た こ と も 確 認 し て お き た い 。
M.フ ッ ド が 示 し た`bi-musicality'に 代 わ る 概 念 と し て`intermusability'を 提 案 し た
の は イ ギ リ ス の 民 族 音 楽 学 者 で ド タ ー ル14)奏 者 の ジ ョ ン ・ベ イ リ ーJohnBaily(1943～)
で あ る 。
`i
ntermusability'に 内 包 さ れ て い る ∫.ベ イ リ ー の 主 張 は 、 次 の2点 に 集 約 さ れ る 。
①`musicality'よ り も`musicalability'の ほ う が 適 切 で あ る 。
②`musicalability'は 二 つ 以 上 と な る 場 合 も あ る 。
上 記 の ① に か ん し て 、 「musicalityは 、 個 人 が 音 楽 能 力 を 向 上 さ せ る た め の 固 有 か つ 先
天 的 な 可 能 性 」 で あ り 、 「musicalityに よ っ て 獲 得 さ れ る の がmusicalability」 で あ る15)
と ∫.ベ イ リ ー は 述 べ て い る(Baily2008:132)。 彼 は`musicalability'を 縮 め た`musability'
と い う 語 を 考 案 し た 。
`
musicality'と`musicalability'を 巡 る こ の 考 え 方 に つ い て は 、 フ ェ ル デ ィ ナ ン ・ ド ・
ソ シ ュ ー ルFerdinanddeSaussure(1857～1913)が 提 示 し た`langue'と`langage'の
区 別 を 想 起 さ せ る と い う 指 摘 が あ る(徳 丸2016:227)。 言 語(1angue)に 対 し 、 そ れ を 使
用 す る た め の 潜 在 的 な 能 力(langage)が あ る よ う に 、`musicality'と`musicalability'が
弁 別 さ れ て い る と い う こ と だ16)。
先 述 の ② と 関 連 し て`intermusability'のinter一 に つ い て も 少 し 検 討 し て お き た い 。J.
ベ イ リ ー は 二 つ 以 上 の`musicalability'を 獲 得 し て い る 人 た ち に も 適 用 で き る よ う 企 図
し 、M.フ ッ ド が 用 い たbi-(二 つ)で は な く 、inter-(一 つ 以 上)を 採 用 し た 。 た だ
し 、J.ベ イ リ ー の 論 考 に お い てinter一 を 使 用 す る 根 拠 は ほ と ん ど 記 さ れ て い な い 。 そ の
た めinter一 を 用 い る 必 然 性 は 明 確 で な い 。 そ も そ も`bi-musicality'と い う 用 語 自 体 、
`bili
ngual'を 背 景 と し て い る こ と か ら 、`intermusability'で は な く`multimusability'で
あ っ て も 良 い し 、`polyphony'の よ う な 用 語 か ら 着 想 し て`polymusability'と い っ た 用
語 で も 良 い で あ ろ う 。 用 語 の 妥 当 性 は と も か く 、J.ベ イ リ ー がM.フ ッ ド の 主 張 を 推 し
進 め て 新 た な 側 面 を 提 示 し た こ と は 確 か で あ る 。
ま た 、M.フ ッ ド の`bi-musicality'が 初 出 か ら 半 世 紀 経 っ た こ と に 鑑 み て 、 文 化 情 勢 の
変 化 を ふ ま え こ の 語 を 再 検 討 し た ブ ル ー ノ ・デ シ ェ ー ヌBrunoDeschenes(生 没 年 不 詳)
は 、 新 た に`transmusicality'と い う 用 語 を 提 案 し た 。 彼 は 自 身 が 尺 八 の 創 作 や 演 奏 も 手 掛
け る こ と や 、 そ の 背 景 に あ る 美 的 感 覚 や 仏 教 思 想 も 学 ん だ こ と を ふ ま え 、`bi-musicality'





ransmusicality'の 発 想 の 背 景 に は 、 キ ュ ー バ の 人 類 学 者 フ ェ ル ナ ン ド ・ オ ル テ ィ ス
FernandoOrtiz(1881～1969)が 提 示 し た`transculturation'と 、 ア メ リ カ の 民 族 音 楽 学
者 マ ー ク ・ス ロ ー ビ ンMarkSlobin(1943～)に よ っ て 論 じ ら れ た`code-switching'が あ
る 。 前 者 は 社 会 や 文 化 が 「純 粋 な(pure)」 も の で は な く 、 相 互 に 絡 み 合 い 融 合 し あ っ て
き た こ と を 示 し 、 後 者 は あ る 規 範 か ら 別 の 規 範 へ の 「移 行 」 と い う 着 眼 点 を 有 す る 。 こ れ
ら を 基 に 「 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 変 化 」 に も 顧 慮 し た 概 念 がB.デ シ ェ ー ヌ の
`t
ransmusicality'で あ る 。 こ こ で 述 べ ら れ て い る 「ア イ デ ン テ ィ テ ィ 」 は 、 単 体 の 統 一 さ
れ た 存 在 に は な り 得 な い も の で 、 常 に 様 々 な 影 響 を 受 け 変 化 す る も の で あ る 。B.デ シ ェ ー
ヌ は 、 音 楽 の 知 識 や 技 能 だ け で は な く 、 社 会 的 あ る い は 文 化 的 背 景 も 身 に つ け る と 、
`bi -musicality'は 「意 図 的 な ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 移 行 」 を 伴 う た め 、`transmusicality'と
い う 語 が 適 し て い る と 主 張 し た(Deschenes2018=283)。
3-5.メ タ フ ァ ー と し て の`bi-musicality'
M.フ ッ ド の`bi-musicality'に 関 し て 、 前 項 で 述 べ た2人 と は 異 な る 側 面 に 光 を 当 て た
ア メ リ カ の 民 族 音 楽 学 者 が い る 。 ジ ェ フ ・ タ イ ト ンJeffTition(1943～)で あ る 。J.タ
イ ト ン は 、 ∫.ベ イ リ ー た ち の よ う に`bi-musicality'と い う 概 念 を 分 析 的 に 考 察 し て 新 た
な 用 語(造 語)を 提 示 し た わ け で は な い 。M.フ ッ ド の`bi-musicality'を 肯 定 的 に 捉 え 、
そ れ を い か に 実 際 の 音 楽 研 究 に 活 用 す る か を 検 討 し た 。
特 に 、J.タ イ ト ン の 論 考 は`metaphor'お よ び`strategy'と い う 二 語 が 支 柱 を な す 。 彼
に と っ て`bi-musicality'は 音 楽 技 能 を 修 得 す る 手 段 で は な く 、世 界 の 音 楽 的 事 象 を 捉 え る
た め の 「戦 略 」 で あ っ た 。
「身 近 な 観 察 者 と し て 『気 づ く」 だ け で な く 、 多 文 化 を 『経 験 す る 』 た め に 、 否 応 な く
突 き つ け ら れ る 差 異 の 中 に あ っ て 、`bi-musicality'は 戦 略 と な る の で あ る 。 」17)
`bi -musicality'を 諸 文 化 の 音 楽 理 解 の た め 戦 略 的 に 用 い よ う と し たJ .タ イ ト ン の 志 向 は 、
こ の 概 念 の 効 果 的 な 活 用 を 示 唆 し て い る 。
J.タ イ ト ン は 、 自 身 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ 表 出 の メ タ フ ァ ー と し て`bi-musicality'を 捉
え た 。 こ こ で 音 楽 は 、 自 他 の 理 解 を 深 め る も の と し て 認 識 さ れ て い る 。
4.日 本 人 の`bi-musicalityL一 伶 人 達 の 西 洋 音 楽 伝 習
以 上 、 欧 米 の`bi-musicality'論 に つ い て 述 べ て き た が 、 こ こ か ら 日 本 人 に と っ て の
`bi -musicality'に つ い て 検 討 す る 。M.フ ッ ド が 宮 廷 音 楽 演 奏 家 た ち に`bi-musicality'を
見 出 し た こ と は 先 述 の 通 り で あ る 。 な お 、 本 論 文 で は 明 治 期 以 降 の 呼 称 に な ら い 、 宮 廷 音
楽 演 奏 家 、 あ る い は 楽 人 と も 呼 ば れ る 雅 楽 の 演 奏 者 た ち を 以 後 「伶 人 」 と 記 す 。
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明 治 新 政 府 が 推 し進 め た 国 策 は 、 外 国 人 を招 い た饗 応 、 接 待 な ど の外 交 行 事 を著 し く増
加 させ 、 宮 中 で の西 洋 音 楽 の需 要 を高 め た。 しか し肝 心 の 奏 者 、 担 い手 が い な か っ た 。
そ こで 、1870(明 治3)年11月 に 「雅 楽 局 」18)が 置 か れ た 後 、1874(明 治7)年12月
マ マ
に式 部 頭 か ら伶 人28名 に西 洋 音 楽 伝 習 が 申 し渡 され た 。 翌 年 に は 「カ ラ子 ッ ト」(ク ラ
リ ネ ッ ト)、 「イ ホ ニ ヨ ン ス 」(ユ ー フ ォ ニ ア ム)な ど の 楽 器 購 入 に か ん し て 、 太 政 大 臣
の 裁 決 が 下 さ れ る19)。
伶 人 達 の 西 洋 音 楽 伝 習 は 、 海 軍 軍 楽 隊 の 長 倉(中 村)祐 庸 楽 長 に 楽 譜 の 読 み 方 を 学 ぶ こ
と か ら 始 ま る 。1876(明 治9)年 か ら は ジ ョ ン ・ウ ィ リ ア ム ・フ ェ ン ト ンJohnwilliamFenton
(1831～1890)の 指 導 の も と で 、1日7時 間 に 及 ぶ 吹 奏 楽 の 稽 古 を 隔 日 で 受 け 始 め た 。 「最
マ マ
初 の 中 は譜 を見 る の に 困 難 を した者 で 、 さか しま に譜 を譜 面 皇 の 上 に のせ て 平 気 で ブー ブ
一 や つ て 居 た 人 も あ つ た 」20)よ う だ が
、1876年 の 天 長 節 宴 会 で は 《君 が 代 》21)等 全6曲
を 演 奏 し た(塚 原1993:238-239)。 伝 習 開 始 か ら2年 た ら ず で 、 自 国 の 音 楽 と 全 く 体 系
の 異 な る 西 洋 音 楽 を 儀 式 で 演 奏 で き る ま で に な っ た の で あ る 。 こ れ は 、 伶 人 達 に 基 礎 的 な
音 楽 能 力 が 備 わ っ て い た か ら こ そ 出 し 得 た 成 果 で あ っ た 。彼 ら が`bi-musicality'の 典 型 的
な 事 例 と し て 挙 げ ら れ た 所 以 で あ る 。
本 業 の 雅 楽 も 鍛 錬 し つ つ 、 西 洋 音 楽 の 練 習 に 励 む 口 々 は 以 後 も 継 続 さ れ る 。1878(明 治
11)年12月 に は 雅 楽 稽 古 所 で 一 般 公 開 演 奏 会 が 催 さ れ 、 同 月27日 に は"Notice/Daily
Exercises"と い う 見 出 し で 稽 古 所 の 練 習 ス ケ ジ ュ ー ル が 告 示 さ れ た(中 村1995:429-430)。
"E
uropeanmusic"の 欄 に"Wednesday,fromlo'clockP.M./Saturday,from100'clock
A.M."と あ り 、 週2口 練 習 が 行 わ れ て い た こ と が わ か る 。1879(明 治12)年4月 に 制 定
さ れ た 「欧 州 楽 演 習 規 則 」22)を 参 照 す る と 、時 間 を 区 切 り 器 楽 個 人 練 習 や 合 奏 を 行 い 、J.W.
フ ェ ン ト ン の 指 示 の も と で 毎 週1度 、楽 器 を 「精 密 に 手 入 」 し て い た 様 子 が う か が わ れ る 。
1879年 に は 、 伶 人4名(芝 葛 鎮 、 東 儀 季 芳 、 奥 好 義 、 小 篠 秀 一)ヘ ピ ア ノ 伝 習 が 申 し 付
け ら れ た23)。 さ ら に 芝 葛 鎮 、 小 篠 秀 一 、 上 真 行 、 多 忠 廉 、 林 廣 季 ら は フ ラ ン ツ ・エ ッ ケ
ル トFranzEckert(1852～1916)か ら ヴ ァ イ オ リ ン も 学 ん だ24)。 以 後 、 伶 人 達 は ル ー サ
ー ・ホ ワ イ テ ィ ン グ ・メ ー ソ ンLutherWhitingMason(1818～1896)の 教 え も 受 け
、1879
年 に 設 立 さ れ た 音 楽 取 調 掛 で は 最 初 の 伝 習 生 と し て 、 ま た1881年 か ら は 指 導 者 と し て 活
躍 し て い っ た 。
以 上 の よ う に 、 雅 楽 奏 者 と 西 洋 音 楽 奏 者 の 両 面 を 兼 備 し た 伶 人 た ち が 修 得 し た 音 楽 能 力




5.社 会 的/個 人 的 な`bi-musicality'
近 代 以 後 の 日本 の音 楽 文 化 に お け る`bi-musicality'に か ん して、も う少 し掘 り下 げて 考
察 を深 め た い 。 言 語 にお け る`bilingua1'と の類 推 か ら、`bi-musicality'も 個 人 的/社 会
的 レ ヴ ェル で論 じる こ とが で き る と され る(Tokita2014:161)。
個 人 的 な`bi-musicality'は 当 該 人 物 が 複 数 の 音 楽 様 式 を 修 得 しそ の 音 楽 言 語 を使 い こ
なせ る状 態 で あ り、 社 会 的 な`bi-musicality'は 、 あ る社 会 で 複 数 の 音 楽 体 系 が 共 存 して い
る状 態 と考 え られ る。個 人 的 な`bi-musicality'は 、前 章 で 述 べ た 伶 人 に顕 著 な例 を み る こ
とが で き るで あ ろ う。 ま た 、 先 行 研 究(Tokita2014)で は 、 幼 少 期 に箏 や 三 味線 を習 い 、
音 楽 学 校 で ピア ノや 西 洋 音 楽 理 論 を身 に つ けた 久 野 久 子(1885～1925)や 、学 齢 前 よ り浪
花 節 や 演 歌 に親 しみ 、後 に ピア ノや 声 楽 を 学 ん だ米 良 美 一(1971～)な ど も`bi-musicality'
の実 践 者 の一 例 とされ る25)。
社 会 的/個 人 的`bi-musicality'は 、 た い て い相 互 関 係 に あ る。 近 現 代 の 日本 の 社 会 が
`bi-musicality'を 有 して い る とす れ ば、そ の社 会 の 成 員 で あ る 日本 人 は`bi-musicality'を
獲 得 しや す い環 境 下 に あ る と言 って よ い。 実 際 に、 土 着 の 民 謡 や わ らべ うた に親 しん で 育
ち、 西 洋 の音 楽(い わ ゆ る ク ラシ ッ ク音 楽)あ る い は 西 洋 音 楽 由 来 の音 楽(例 え ば校 歌 や
歌 謡 曲 な ど)の 聴 取 ・演 奏 ・創 作 を す る 日本 人 は 多 くい る。一 方 で 、日本 の 音 楽 教 育 が 「択
一 的 な 音 楽 性 」 を前 提 と して き た こ とで 、個 人 の`bi-musicality'の 可 能 性 が 多 分 に 失 わ れ
て きた こ と も事 実 で あ る。例 え ば歌 唱 にお い て 、西 洋 音 楽 理 論 上 の 「音 程 」を とれ な い 「音
痴 」 が い た と して も、そ の 「音 程 」概 念 を 「択 一 的」 な も の と しな けれ ば、 そ こ に 「音 痴 」
は存 在 しな い 。 世 界 の音 楽 に は様 々 な 「音 程 」 が あ り、 そ もそ も 「音 程 」 概 念 が な い 場 合
もあ る。 多 様 な価 値 観 を認 識 す る こ とが 重 要 な の で あ る。
い ま、 あ らた めて 近 現 代 の 日本 の 音 楽 教 育 を顧 み る と重 大 な こ とに気 が つ くで あ ろ う。
民 謡 や わ らべ うた とい った 「日本 音 楽 」 を音 楽 教 育 に明 確 に位 置 付 け る こ と の重 要 性 で あ
る。 明 治 時 代 に は幼 少 期 に箏 や 三 味 線 な ど 日本 の伝 統 的 な 音 楽 に親 しむ人 が 多 か っ た が 、
現 在 は た い て い ピ ア ノ や ヴ ァ イ オ リン か ら学 び 始 め る。 教 育 で 「口本 音 楽 」 を重 視 し な け
れ ば 、 い っ た い ど うな るで あ ろ う。 これ ま で伝 承 され て き た音 楽 が 危 機 的 状 況 に 陥 るの み
な らず 、 我 々 が`bi-musicality'を 獲 得 す る好 機 を逸 す る こ と に も繋 が る の で あ る。
6.`bi-musicality'再 考
本 論 文 で は 、M.フ ッ ド が 提 案 し た`bi-musicality'、 そ の 代 替 案 と し て のJ.ベ イ リ ー
の`intermusability'、B.デ シ ェ ー ヌ の`transmusicality'等 に つ い て 確 認 し た 。 こ れ ら の
用 語 の 妥 当 性 に つ い て は さ ら な る 検 討 を 重 ね な く て は な ら な い が 、 本 論 文 が 提 示 し た い こ




本 論 文 で注 目 した`bi-musicality'/`intermusability'/`transmusicality'は 、大 局 的 に は
い ず れ も複 数 の 音 楽 様 式 に基 づ き多 様 な音 楽 的 能 力 を獲 得 し よ う とす る もの で 、 換 言 す れ
ば 「多 音 楽 力 」 を身 に つ けて 「音 楽 性 」 を伸 ばそ う とす る もの で あ る。 これ らの 民族 音 楽
領 域 で 提 示 され た 概 念 を現 代 日本 の 音 楽 教 育 、 音 楽 文 化 の 向上 に援 用 で きな い だ ろ うか 。
「音 楽 性 」 に下 支 え され た 「多 音 楽 力 」 は、 総 合 的 か つ 多 面 的 な 音 楽 力(創 造 力 、 表 現
力 等 を含 む)で あ り、 様 々 な音 楽 文 化 に対 応 で き る リテ ラ シ ー で あ る。 言 うま で もな く、
「択 一 的 」 で は な い音 楽 教 育 を志 向 す る。
そ して そ の 「多 音 楽 力 」 に よ り 「身 体 化 され た知 識 」 を得 る こ とが 目指 され る。 文 字 通
りの 「体 得 」 で あ る。 こ う した理 念 は、 手 軽 に知 識 を得 る こ とが で き、 情 報 が コモ デ ィ テ
ィ化 して い る現 代 だ か ら こそ 重 要 視 され るべ きで あ ろ う。
顧 み れ ば、 我 が 国 に お け る体 系 的 な 音 楽 教 育 の開 始 期 に は、 学 校 教 育 の 実 施 、 東 西 二 洋
の音 楽 の折 衷 、 国 楽 の創 出 とい う3つ の旗 印 が 掲 げ られ て い た26)。 しか し西 洋 音 楽偏 向
の路 線 を辿 った こ とで、 平 均 律 の 音 程 を不 得 手 とす る 「音 痴 」 を誕 生 させ 、 読 譜 力 の な い
「非 音 楽 的 な」 人 々 を産 ん で き た 。
こ こ で、 音 楽 教 育 の指 針 を変 えれ ば、 す な わ ち諸 音 楽 を併 置 して 各 音 楽 様 式 を 同 列 に捉
え る教 育 を推 進 す れ ば ど うで あ ろ う。 西 洋 の 音 階 や 楽 譜 を絶 対 視 しな い教 育 こそ、 よ り多
くの 人 々 に音 楽 愛 好 へ の道 を ひ ら く。 そ れ は、`bi-musicality'論 の 再 考 か ら導 き 出 され た
提 言 に通 じ る。 す な わ ち 実 践 的 な 音 楽 修 得 で あ る。
7.お わ りに
本 稿 の枢 軸 を な す 音 楽 性(musicality)は 、 複 数 の 音 楽(musics)に 応 じ る力 を秘 め た
個 性 で あ り、 ど こ ま で も伸 び ゆ く可 能 性 で あ る。r音 楽 性 」 に よ って 発 揮 され る能 力 と し
て、 先 に挙 げ た 「多 音 楽 力 」 が あ る。 「多音 楽 力 」 を体 得 す る こ と、 す な わ ち異 な る文 化
的 体 系 を個 人 の 身 体 に お と し こむ こ とは容 易 で な い が 、「体 得 」に至 らな くと も普 通 教 育 、
一 般 教 育 に お い て まず 世 界 の諸 音 楽 を体 験 的 に学 ぶ こ と を 目指 す こ とは で き る で あ ろ う。
真 の`bi-musicality'は 、複 数 の音 楽 様 式 に習 熟 し、即 興 演 奏 や 作 曲 もで き る こ とが 求 め
ら れ る が 、 ブ ル ー ノ ・ネ トルBrunoNettl(1930～2020)が 指 摘 し て い る よ う に 、
`bi-musicality'の 獲 得 は 民 族 音 楽 学 あ る い は 音 楽 教 育 の 最 終 的 な 目的 で は な い(Nettle
1973:150)。 専 門 的 な演 奏 技 能 を修 得 す る こ とが 目標 な の で は な く、 当 該 文 化 の 「内 的 」
視 点 を持 ち多 様 な価 値 観 を理 解 で き る よ う にな れ ば よい の で あ る。
知 識 や 技 能 の 表 層 を上 滑 りす る よ り も全 身 で 感 受 す る こ とが重 要 とな る。 非 択 一 的 な 音




の で あ ろ う。 も し 「音 痴 」 や 読 譜 力 不 足 に よ り音 楽 に対 す る苦 手 意 識 を抱 い て い る人 が い
れ ば 、 まず は世 界 の様 々 な 音 楽 に身 を浸 す こ とか ら始 め た い。 日本 の音 楽 教 育 に雁 字 搦 め
に され 、 西 洋 音 楽 のパ ラダ イ ム に絡 め と られ た 「音 楽 の 落 ち こぼ れ 」 も、 実 は皆 か けが え
の な い 「音 楽 性 」 を も って い るは ず で あ る。
`bi-musicality'は 修 得 も実 践 も容 易 で な い。 そ れ ど ころ か 諸 民 族 の 音 楽 を 日本 の 音 楽 教
育 に取 り入 れ る こ と も、 まだ 充 分 に は実 施 され て い な い の が 現 状 で あ ろ う。 教 育 す る側 ・
され る側 も、 方 針 を策 定 す る 当局 や そ れ を実 行 す る現 場 も、 日本 の 伝 統 的 な 音 楽 や世 界 の
音 楽 を重 視 し よ う と しな が ら様 々 な 困 難 に直 面 す る。 そ の と き、 目指 す べ き展 望 の 共 有 、
つ ま り共 通 の 見 通 しを有 して い る こ とは殊 に重 要 で あ る。 向後 の 音 楽 教 育 を向 上 させ て い
くた め に、本 論 文 で まず`bi-musicality'の 重 要 性 と 日本 の音 楽 教 育 に援 用 す る意 義 を確 認
した 。 現 代 の 日本 に お け る学 校 教 育 に照 ら して`bi-musicality'を さ ら に考 究 す る こ と は、
今 後 の 課 題 と した い。
平 成 か ら令 和 へ 、 そ して 学 習 指 導 要領 も第9次 へ と移 行 した ま さ に今 こそ 、 音 楽 教 育 の
現 況 と課 題 に 向 き合 うべ きで あ ろ う。 音 楽 性 を択 一 的 な も の とみ な さず 多 音 楽 力 の体 得 を
目指 す こ とは 、 我 が 国 の 音 楽 文 化 を豊 潤 に し、 さ らな る展 開 を促 す こ と と同 義 で あ る。
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